
　　                     選 び の 民 イ ス ラ エ ル
                                                   箴 言 に 啓 示 さ れ た ”イ ス ラ エ ル の 残 り の 者 ”   
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聖書は【新改訳 2017】から引用しています。　
  ベレーシート  
イスラエル。かつて、ローマ帝国によって滅ぼされ、長い間、歴史の表舞台からから姿を消していたイスラ
エルという国が、1948 年にイスラエル共和国として再び姿を現しました。
かつて、エジプトで奴隷となり、バビロン捕囚の憂き目に遭い、ついには世界に散らされてしまった彼らを、
神は呼び集められたのです。
イスラエルは神の選びの民であって、神はいかなる時も彼らを忘れず、この終わりの時代に彼らを通して、
ご自分のご計画を進めようとしておられるのです。
イスラエルとは神がヤコブにつけた名前であり、彼の 12 人の息子たちを頭とする 12 部族からなる民です。

「あなたは、あなたの神、主の聖なる民だからである。あなたの神、主は地の面のあらゆる民の中からあな
たを選んで、ご自分の宝の民とされた。
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主があなたがたを慕い、あなたがたを選ばれたのは、あなたがたがどの民よりも数が多かったからではない。
事実あなたがたは、あらゆる民のうちで最も数が少なかった。」( 申命記 7:6-7  )
「虫けらのヤコブ」と表現されるほど、彼らは決して力ある民ではなく、貧弱で臆病な人々だったのです。
しかし、神はそのような彼らを選び、彼らを訓練し、ご自分の民として相応しく整え、彼らを通してご自分の栄光を現そうとされました。
神が彼らを召されたのは、彼らを通してすべての諸国民が祝福を受けるためであり、彼らが福音を伝えて、
地の四隅から御国の民を呼び集めるためなのです。
「しかし、あなたがたは選ばれた種族、王である祭司、聖なる国民、神のものとされた民です。それは、あ
なたがたを闇の中から、ご自分の驚くべき光の中に召してくださった方の栄誉を、あなたがたが告げ知らせ
るためです。」( １ペテロ 2:9  )
ペテロの手紙は小アジアに離散しているクリスチャンに向けて書かれたものです。
しかし、このみ言葉は、かつてシナイ山で、神がイスラエルに対して語った召命の言葉が背景にあります。
ペテロは教会に向けてこの言葉を語っていますが、教会はイスラエルに接ぎ木された存在であって、ここに
書かれていることはすべて、本来、御民イスラエルに適用されるべき内容なのです。 
「選ばれた種族」「王である祭司」
「聖なる国民」「神のものとされた民」
これがイスラエルに対する神の御心であり、神のご計画です。
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  ペヌエルでの出来事  
ヤコブが叔父のラバンの元から、故郷へと戻る時、彼はかつて祝福を騙し取った兄のエサウとの再会を恐れ
ました。
「主はヤコブに言われた。「あなたが生まれた、あなたの父たちの国に帰りなさい。わたしは、あなたとと
もにいる。」」( 創世記 31:3  )
このように、故郷への帰還は神から示された事であるにも関わらず、ヤコブは神に信頼せず、自分の力で解
決を図ろうとします。
ヤコブは兄のエサウに沢山の贈り物をし、彼の怒りを宥めようと考えます。しかし、ヤコブは自分の内にある不安や恐れを消すことが出来ませんでした。 

このヤコブを取り扱うために、神は使いを送り、ペヌエルでヤコブと格闘します。
しかし、ヤコブの頑なさの故に、その使いは彼に勝てなかったのです。
「その人はヤコブに尋ねます。「あなたの名は何と言うのか。」と。
ヤコブの名前は「押し退けるもの」という意味ですが、その人はこう告げます。
「あなたの名は、もうヤコブとは呼ばれない。イスラエルだ。あなたは神と戦い、人と戦って、勝ったから
だ」と。」( 創世記 32 : 27-28 ) 

3



イスラエルとは神と戦うという意味です。　　

ל　　　　 �� �� ���	
 (イスラーエール)    ＝   ה �� ���（サーラー）戦う　＋　ל ��　（エール）神　

歴史の中でイスラエルの民は神への反逆を繰り返し、神の裁きを受け続けてきました。そのようにして、ま
さしく彼らは神と戦ってきたのです。

  イスラエルを回復する計画   
しかし、イザヤを通して神は語ります。
──主のことば──
「あなたを贖う者はイスラエルの聖なる者。
見よ。わたしはあなたを、鋭く新しい両刃の打穀機とする。
あなたは山々を踏みつけて粉々に砕き、丘を籾殻のようにする。」( イザヤ 41 : 14-15 )
既に、贖い主は来られました。
しかし、頑なな彼らはその事に気付かず、贖い主であるキリストイェシュアを自分たちの手で十字架に付け
てしまったのです。
この大きな罪によって、イスラエルの民は神の裁きを受け、世界離散させられてしまいます。
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消滅したかに思われた彼らですが、神の選びの約束は変わることなく、終わりの時代に神は再び彼らを集め、
彼らを両刃の打穀機に造り変えられるのです。
「鋭く新しい両刃の打穀機」とは高性能の収穫マシーンのことです。
それは終りの日に起こされる、イスラエルの残りの者の姿です。
彼らは敵である反キリストの激しい迫害の中、その敵対する力を踏みつけ、打ち破り、彼らの務めを遂行し
て行きます。
神がイスラエルに望んでおられるのは、この地において王なる祭司の務めを果たすことです。
最初の人アダムが造られた時、彼にエデンの園を耕し、守る、祭司の務めが与えられました。しかし、
アダムが蛇に騙され罪を犯したことによって、その務めを失ってしまったのでした。
神はそのような人間を回復するために、イスラエルを選ばれ、彼らを用いられるのです。
終わりの日に彼らが果たす務めとは、
「全世界に出て行き、すべての造られた者に、福音を宣べ伝える。」ことです。
この務めのために、神はイスラエルの残りの者を興し、彼らによって数え切れない異邦人を収穫し、救いに
導かれるのです。
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イェシュアは次のような譬え話をされました。
「天の御国は畑に隠された宝のようなものです。
その宝を見つけた人は、それをそのまま隠しておきます。
そして喜びのあまり、行って、持っている物すべてを売り払い、その畑を買います。」（マタイ 13：44）
神はイスラエルを選び、ご自分の宝の民とされました。
ここで「畑に隠された宝」に譬えられているのが、そのイスラエルの民です。
その宝を見つけた人とはイェシュアのことで、イェシュアは全ての物を売り払い、ご自分のいのちを投げ
売って、その宝を買います。
しかしその宝は終りの時まで、そのまま隠しておかれるのです。
なぜなら、イスラエルの頑なさの故に、その宝は終りの日になって初めて姿を現すからです。
その宝こそ、真のイスラエル、イスラエルの残りの者です。
ヨハネの黙示録には、彼らの姿が描かれています。
「また、大きなしるしが天に現れた。一人の女が太陽をまとい、月を足の下にし、頭に十二の星の冠をか
ぶっていた。
女は身ごもっていて、子を産む痛みと苦しみのために、叫び声をあげていた。」( 黙示録 12 : 1 -2 )
太陽をまとい、月を足の下にし、頭に十二の冠をかぶった、一人の女として表されているのが、イスラエル
の残りの者です。
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ここで彼らが味わっている産みの苦しみとは、獣と呼ばれる反キリストが支配する大患難の中で、子を産む
ための苦しみであり、それは彼らの宣教によって、多くの異邦人を救いに導くことを意味しています。
「また竜は、子を産もうとしている女の前に立ち、産んだら、その子を食べてしまおうとしていた。
女は男の子を産んだ。この子は、鉄の杖をもってすべての国々の民を牧することになっていた。その子は神
のみもとに、その御座に引き上げられた。」( 黙示録 12 : 4-5  )
竜とは獣、反キリストのことです。
竜は生まれてくる男の子を待ち構えていて、殺してしまいます。残りの者の宣教によって救われた異邦人た
ちは反キリストによって殉教させられ、すぐに携挙され、天に引き上げられるのです。
   箴言による啓示　
箴言の中にも同じように、終末のこと、イスラエルの残りの者のことが記されています。 
ここで、その内容を取り上げてみたいと思います。

「箴言 
 ל� � 
� 	� 」(ミシュレー)とは、旧約聖書の中で知恵文学の一つで、一般に諭しや戒めの言葉として理
解されており、格言や人生訓して読まれています。
ソロモンは夢の中で、神から求める物を聞かれた時、「善悪をわきまえて、民を正しく裁くための知恵を与
えてください。」と願いました。
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「ソロモンの箴言」と表題が付けられているように、この書物は、読む者に知恵（ホフマー）を与えるため
に書かれていると言えます。
また、一方で「聖書はすべてわたしについて証ししているものです。」（ヨハネ 5：39）とありますから、
この箴言も例外ではなく、その中にイェシュアが証されています。
箴言の初めにはこうあります。

　　    知恵のある者は聞いて洞察を深め、 
　　　分別のある者は導きを得る。
　　　こうして、箴言と比喩、
　　　知恵のある者のことばと謎を理解する。 ( 箴言 1 : 5-6  )

ここにパラレリズムが使われており、
「箴言」と「知恵のある者のことば」が同義、そして「比喩」と「謎」とが同義です。
「このキリストのうちに、知恵と知識の宝がすべて隠されています」 （コロサイ 2：3）
このみ言葉通り、箴言には知恵であるキリストイェシュアが証されており、そしてイェシュアの霊を注がれ
たイスラエルの残りの者の上にも、その知恵が明確に表されているのです。

8



なぜなら、イェシュアの霊が彼らの内から、彼らの働きを支えているからです。
また、この書物は格言として書かれた箴言の中に、比喩として神が謎を隠しておられる事が伺えます。
いくつかの箇所を取り上げて、終末における彼らの姿を読み取り、その謎を探ります。
   異邦人への宣教　

　　　貧しい者と抑圧する者は出会う。
　　　主は、この両者の目に光を与えられる。( 箴言 29 : 13  )

この貧しい者とは、神の選びの民でありながら、神に反逆しメシアを拒絶し、神との関係において今なお貧
しい者であるイスラエルの民のことです。
彼らの躓きによって、異邦人に福音が宣べ伝えられ教会時代が始まりました。
その中で異邦人たちはイスラエルを虐げ、迫害し、抑圧してきたのです。
それはサタンがユダヤ人を滅ぼして、神の計画を妨害しようとしているからです。
しかし、終わりの時代大患難の中で、神がイスラエルに「恵みと嘆願の霊」を注がれる時、神の前に貧しい
者であった彼らの目が開かれ、神の民として王なる祭司の務めを回復するのです。
彼らは自分たちの敵である異邦人に向かって福音を宣べ伝えます。
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この時、両者が出会い、両者の目に光が与えられるのです。
恵みと嘆願の霊によってイスラエルの民の目が開かれたように、その凄まじい宣教によって、今度は数えき
れない異邦人の目が開かれ、彼らが救いを受け取ります。
「涙とともに種を蒔く者は、喜び叫びながら刈り取る。
種入れを抱え　泣きながら出て行く者は　束を抱え　喜び叫びながら帰って来る。」( 詩篇 126 : 5-6  )
ここにも、前述のイザヤの預言と同様に、彼らが力ある収穫の働きを成すことが預言されています。

　　　あなたを憎む者が飢えているなら、
　　　パンを食べさせ、
　　　渇いているなら、水を飲ませよ。
　　　なぜなら、あなたは彼の頭上に
　　　燃える炭火を積むことになり、
　　　主があなたに報いてくださるからだ。　( 箴言 25 : 21-22  )

この箇所をパウロがローマ書に引用しています。
「次のようにも書かれています。「もしあなたの敵が飢えているなら食べさせ、渇いているなら飲ませよ。
なぜなら、こうしてあなたは彼の頭上に燃える炭火を積むことになるからだ。」」（ローマ 12：20）
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パウロは敵に復讐せず「善をもって悪に勝ちなさい」と語り、このみ言葉を引用していますが、しかし、
このみ言葉は重層的に終わりの時をも預言しているのです。

ここで「炭火」と訳されたヘブル語の「 ל�ת �����  ガヘレット」は、神の怒りや裁きの意味で使われる語彙
で、ローマ書では、「敵が神の怒りを受けるようになる」と言う意味で語られています。
しかし、【 ２サムエル 14：7 】  では、次のように用いられています。
「すると、お聞きください、親族全体がこのはしために詰め寄って、『兄弟を打った者を引き渡せ。彼が殺
した兄弟のいのちのために、彼を殺し、この家の世継ぎも消し去ろう』と言います。　残された私の一つの
火種を消して、夫の名だけではなく、残りの者までも、この地に残さないようにするのです。」」

ここで、火種と訳されているのが「 ל�ת �����  ガヘレット」です。
この箇所では、この語彙を、命の火種、後継ぎの意味で用いています。
ヘブル語には両義性があり、この「 ל�ת �����  ガヘレット」にも、神の裁きと命の継承という二つの正反対
の意味があるのです。
終りの時に、イスラエルの残りの者が成すことは、自分たちの敵（憎む者）であった異邦人に対して宣教す
ることです。
異邦人にパンを食べさせ、水を飲ませることが彼らに与えられた使命です。
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そのことを通して、異邦人たちの頭上に燃える炭火を積むのです。
燃える炭火とは、神のいのちを受け継がせる火種のことです。
彼らは、いのちのパンである神の言葉を語り、生ける水である聖霊を受けさせることによって、異邦人たち
に永遠の命を受け継がせます。
その働きを通して彼らは、選びの民として、神からの誉れを受け取ることになるのです。
   大患難時代・反キリストの出現    
「それゆえ、預言者ダニエルによって語られたあの『荒らす忌まわしいもの』が聖なる所に立っているのを
見たら──読者はよく理解せよ──
.........そのときには、世の始まりから今に至るまでなかったような、また今後も決してないような、大きな
苦難があるからです。」( マタイ 24 : 15 , 21  )
終りの時代には、反キリストと呼ばれる支配者が現れ、サタンが与えた力によって、世界統一を図ります。
そして、自分こそ神であると宣言し、エルサレム神殿の至聖所に立ちます。
この時から、イスラエルへの大迫害が始まるのです。
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　　　弱い者を虐げる貧しい者は、
　　　押し流して食物を残さない豪雨のようだ。
　　　おしえを捨てる者は悪しき者をほめる。
　　　おしえを守る者は彼らに敵対する。( 箴言 28 : 3-4 )

英語訳の「NIV訳」では次のように訳されています。
（NIV訳はアメリカの福音派の教会で広く用いられている翻訳です。）

 A ruler who oppresses the poor is like a driving rain that leaves no crops.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Proverbs 28:3 NIV ）
日本語の訳文では「貧しい者」となっている箇所を、NIV訳では「ruler」支配者と訳しています。
ここで「弱い者」とはイスラエルの残りの者を指し、彼らを「虐げる貧しい者」と表現されているのが、憎
むべき支配者である反キリストです。
この支配者が、豪雨に譬えられたその絶大な権力によって「食物を残さない」と書かれています。
また、この「食物」と訳されたヘブル語の「ם �� 。レヘム」を、NIV訳は「crops」収穫物と訳しています ל�
「支配者が収穫物を残さない」とはどういう意味でしょうか？
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反キリストの支配と迫害の中で、イスラエルの残りの者が宣教によって数えきれない異邦人を救いに導きま
すが、彼らが収穫した異邦人たちがその収穫物なのです。
しかし、この時代にイェシュアを信じた異邦人は、すべて反キリストによって殺害されて殉教し、携挙に
よって天に引き上げられます。つまり迫害という豪雨によって、食物（収穫物）である異邦人は、誰一人と
して地上には残らないのです。
「その後、私は見た。すると見よ。すべての国民、部族、民族、言語から、だれも数えきれないほどの大勢
の群衆が御座の前と子羊の前に立ち、白い衣を身にまとい、手になつめ椰子の枝を持っていた。
「彼らは大声で叫んだ。「救いは、御座に着いておられる私たちの神と、子羊にある。」」　( 黙示録 7:9 )
ここに描写されているのが、反キリストの前で信仰を告白して殉教した大勢の異邦人たちです。
携挙された彼らは、天においてこのように大声で神を礼拝するのです。
さて、イザヤ書には以下のように書かれています。
「残りの者、ヤコブの残りの者は、力ある神に立ち返る。たとえ、あなたの民イスラエルが海の砂のようで
あっても、その中の残りの者だけが帰って来る。壊滅は定められ、義があふれようとしている。」
( イザヤ 10 : 21-22 )
ここにあるように、全てのイスラエル人が救われるのではありません。残りの者だけが救われます。
それ以外のイスラエルは、反キリストをメシアと信じて彼に従い、救いに与ることができないのです。
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そのことが、この箴言に書かれています。
イスラエルの民が「教えを捨てる者」と「教えを守る者」とに分けられるのです。
ここでの教えとは、神の律法「ה וֹ�� トーラー」のことですが、その中で問われているのは十戒の第２戒 ת�
「偶像を拝んではならない」です。
反キリストに騙され、彼をメシアと信じた者たちは、神の教えを捨てて彼に従い、偶像崇拝を行いますが、
神によって選ばれた、イスラエルの残りの者は、神の教えに聞き従い、反キリストを拒絶して彼と敵対する
のです。
   大収穫   
イェシュアは次のような譬えを話されました。
「ある人が、ぶどう園にいちじくの木を植えておいた。そして、実を探しに来たが、見つからなかった。
そこで、ぶどう園の番人に言った。『見なさい。三年間、このいちじくの木に実を探しに来ているが、見つ
からない。だから、切り倒してしまいなさい。何のために土地まで無駄にしているのか。』
番人は答えた。『ご主人様、どうか、今年もう一年そのままにしておいてください。木の周りを掘って、肥
料をやってみます。
それで来年、実を結べばよいでしょう。それでもだめなら、切り倒してください。』」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( ルカの福音書 13 : 6-9  )
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いちじくの木は、新約時代のイスラエルのメタファーです。
彼らの霊的な状態がいちじくの木に譬えられています。
ぶどう園の主人は「父なる神」、その番人は「イェシュア」のことです。
番人が「実のならないいちじく」のためにとりなし、主人に対して忍耐を促していることから、この番人が
イェシュアであることが分かります。
ここに語られている「実のならないいちじく」とは、当時のパリサイ派の人々や律法学者たちを指します。
外側は敬虔そうに見えながら、霊的実質が伴っていない彼らを、イェシュアは「実のならないいちじく」 
に譬えて批判しているのです。
「三年間、実を探しに来ているが見つからない。」と書かれていますが、この三年間は三つの神殿、つまり
神殿が置かれた三つの時代を表し、イスラエルの歴史の中で彼らが常に神に対して不従順であることが表さ
れています。
そして、「来年実を結ぶ」とは、第三神殿が建てられた後の終末の時代に現れる、イスラエルの残りの者が
結ぶ収穫の実のことを言っているのです。
また「来年」は４年目にあたり、聖書において「４」は地の四隅を指し、異邦人を表す数です。
このことから、彼らの収穫の実が異邦人であることが読み取れます。
畑に隠された宝の譬えで、宝が隠された畑（ぶどう園）から、イェシュアがこの時、宝を掘り出します。
３年間実をつけなかったこのいちじくの木がその宝です。
いちじくの木が実を結ぶ時が、ようやくやって来たのです。
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イェシュアは恵と嘆願の霊によってその木に水を与え、彼らをボツラへと連れて行き、そこでみ言葉の肥料
をやって育てるのです。その結果このいちじくの木は豊かに実を結びます。
イェシュアがその豊かな収穫を味わうことが、次の箴言に書かれています。

　　　いちじくの木の番人はその実を食う。
　　　主人の身を守る者は誉れを得る。( 箴言 27 : 18 )

番人と訳された箇所にはヘブル語動詞の「� �� �� ナーツァル」「見守る」 が分詞として使われており、番人
とは「見守る人」の意味です。
先の譬え話と同様に、いちじくはイスラエル、その番人とはイェシュアのことです。
終わりの時代にイスラエルの残りの者が、数多くの異邦人を救いに導きますが、その収穫の実をご自分の御
国の民として受け取るのが、番人であるイェシュアです。
そのことが「その実を食う」と表現されているのです。
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   メシア王国の祝福   

そして「守る」と訳された「 � �� � 
� シャーマル」は、以下に使われています。

「神である主は人を連れて来て、エデンの園に置き、そこを耕させ、また守らせた。」( 創世記 2 : 15 )
神は人をエデンの園に置き、そこを耕し守らせました。
このエデンの園が、メシア王国において回復します。
主人の身として表された御国（メシア王国）を守るのが、回復したイスラエルの民です。
そのことによって彼らが、神の民としての誉れを得るのです。
メシア王国において、残りの者たちは、耕し守る務めを回復します。この務めはエデンの園に置かれた、最初の人アダムに与えられた王なる祭司の務めです。
人は神から与えられた本来の務めを果たす時に、神が与える完全な平安を味わうことができるのです。 

「志の堅固な者を、あなたは全き平安のうちに守られます。
その人があなたに信頼しているからです。」( イザヤ書 26 : 3 )
このみ言葉もメシア王国のことを語っています。
志の堅固な者とは、神に立ち返り、神に拠り頼み、神に忠実な者となったイスラエルの残りの者です。
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この「守られます」に前述の「� �� �� ナーツァル」が使われています。
「全き平安」の原文は「 לוֹם � 
לוֹם � � 
�  シャーローム シャーローム」で最大級の平安を表し、すべての面
で必要が満たされ、安息を得ることが表されています。
そして「あなたに信頼している」は、原文では「あなた(主)の中に信頼している」です。
聖霊を受けて、とこしえの岩である主と一つに結び合わされた者が味わう平安が、ここに約束されています。
メシア王国に住む者たちは、「神に信頼し」「神に見守られ」完全なシャーロームの祝福の中に生きる者た
ちなのです。

   イスラエルの回復   

　　　地は三つのことによって震える。
　　　いや、四つのことに耐えられない。
　　　奴隷が王となり、
　　　愚か者がパンに満ち足り、
　　　嫌われた女が夫を得、
　　　女奴隷が女主人の代わりとなることだ。 ( 箴言 30 : 21-23 )
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あり得ない四つの事が、この地に起きるというのです。
これはイスラエルに対する預言です。
まず、かつて、エジプトの地で奴隷であったイスラエルの民が、終わりの日には、メシア王国において、キ
リストとともに、王なる祭司として統治します。
また、神に背き、キリストイェシュアを拒絶して神の前に愚か者であった彼らが、神に立ち返り、み言葉を
受け入れ、それによって満ち足りるのです。
さらに、姦淫の女として神に嫌われてしまった彼らが、再び夫である神の元へと戻り、女奴隷のような状態
にあった者が、神の妻となって女主人の立場を取り戻すのです。
イスラエルの歴史の中で起こる、これら３つ、４つの奇跡的な出来事によって、地の人々は驚き、震え、そ
れに耐えられないと言っているのです。

「見よ、その時代が来る─主のことば─。
そのとき、わたしはわたしの民イスラエルとユダを回復させる─主は言われる─。
わたしは彼らを、その父祖に与えた地に帰らせる。彼らはそれを所有する。」 エレミヤ 30：3
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残りの者によってイスラエルは神の民として回復しますが、このイスラエルとは 14万 4千からなる、全イ
スラエルを指します。
かつてソロモンの背信によって、国家は北イスラエルと南ユダ王国に分裂しました。
さらに北イスラエルはアッシリアによって滅ぼされ、捕囚の民となってそのまま歴史から姿を消してしまい
ます。
しかし、神は世界に散らされ、また雑婚によってイスラエル民族としてのアイデンティティーを失ってし
まった人々をも正確に覚えておられます。
そして、ユダ王国とともに、この北イスラエルをも元通りに回復されると言われるのです。
２つに分断されたダビデ王国を神は終わりの日に繋ぎ合わせ、イスラエルの残りの者によって一つにされる
ことがここに預言されています。
預言者ナタンを通して神がダビデに語られたことは、「わたしの名のために一つの家を建て、わたしは彼の
王国の王座をとこしえまでも堅く立てる」 というものでした。
終りの時、この約束通りに、一つに回復されたイスラエルの残りの者によってダビデ王国が完成します。

このように、あり得ないような回復の御業をもって、神はみ言葉によって語られた通りにご自分のご計画を
成し遂げられるのです。

「神は、測り知れない大いなることをなし、
数えきれない奇しいみわざを行われる。」( ヨブ記 5 : 9 )
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  ベアハリート  
「今、聞け。わたしのしもべヤコブ、
   わたしの選んだイスラエルよ。
   あなたを造り、あなたを母の胎内にいるときから形造り、
   あなたを助ける主はこう言う。
   恐れるな。わたしのしもべヤコブ、
   わたしの選んだエシュルンよ。」( イザヤ書 44 : 1-2 )
エシュルン。それはイスラエルの雅名であり愛称です。神が深い慈しみを込めて、ご自分の民イスラエルを
エシュルンと呼ばれるのです。 

�וּן 　　　　  � 
��
  イェシュルーン　⇔　� � 
��
  ヤーシャル　 � � 
��
  ヤーシャール

 「 �וּן � 
��
  イェシュルーン」の語源「� � 
��
 ヤーシャル」は「真っ直ぐにする」という意味の語彙です。
また、形容詞の「� � 
��
  ヤーシャール」には「目にかなった」「目に正しい」という意味もあります。
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かつては神に逆らい、イスラエル「神と戦う」と名付けられた彼らが、終わりの時には「神に従順な者」と
呼ばれるようになるのです。
ヘブル語に両義性があるように、神の選民イスラエルもその歴史の中で、神に対して正反対の姿を表します。
終わりの時代、神の霊が注がれた「イスラエルの残りの者」は、まさにエシュルンと呼ばれるにふさわしい
者たちなのです。
                                              
　　　　　　　　　　　        三一の神の霊が、私たちの霊とともにあります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  2026.1.21   火曜AC　泉　 直
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